
HRガバナンス・リーダーズ（HRGL)主催
オンラインセミナー

指名・報酬ガバナンスセミナー

-いま、従業員株式報酬の意義を考える-

開催日時（Zoom配信）

2022年08月26日(金)

セミナー概要

人的資本経営の実践や政策保有株式売却による株主構成の更なる変化
が予測される今、従業員を対象とする株式報酬が持つ意義は、人財戦略
や資本戦略、そしてガバナンスを考える上で、過去に例を見ないほどに
重要度が増してきています。この度、そのような足元の環境を踏まえま
して、従業員株式報酬をテーマとした、上場企業の経営者並びに実務ご
担当者向けのセミナーを開催することといたしました。

本セミナーでは、みさき投資株式会社中神康議代表取締役社長による
基調講演、当社の指名・報酬領域を統括するコンサルタントによる講演、
そして、従業員株式報酬を実際に導入した企業様へのインタビューをお
届けしてまいります。
日本企業が直面する様々な課題を踏まえながら、従業員株式報酬の意

義について今一度考えてみる。そのような有意義なお時間をご提供した
いという想いで本セミナーを企画させて頂きました。皆様、奮ってご参
加くださいますようお願い申し上げます。

15:00-16:30



第２部 HRGL講演

セミナーアジェンダ／スピーカー紹介

第１部 基調講演

みさき投資株式会社
代表取締役社長
中神 康議 氏

「三位一体の経営ー経営者・従業員・株主がみなで豊かになるー」

冒頭あいさつ

HRガバナンス・リーダーズ（HRGL）
代表取締役社長 CEO
内ヶ﨑 茂

15:00-15:05

15:05-15:30

15:30-16:00

「厳選投資家の思考と技術」を経営に取り込み、経営者だけでな
く、従業員と株主も金銭的に報われる「三位一体の経営」経営理
論の実践に従業員株式報酬は重要なポイントになります。
国内外の従業員株式報酬の導入事例のご紹介も交え、厳選投資家
の視点から従業員株式報酬の意義について説明します。

HRガバナンス・リーダーズ（HRGL）
パートナー 指名・報酬ガバナンス部
柏岡 隆夫

「いま、従業員株式報酬の意義を考える」

日本企業が直面する人財戦略、資本戦略、ガバナンス上の課題の
解決策として従業員株式報酬を活用する意義を改めて整理します。
従業員株式報酬導入時の留意点やケーススタディも交え、より実
践的な内容をお伝えいたします。



セミナーアジェンダ／スピーカー紹介

参加方法

三菱商事
執行役員 人事部長

河手 哲雄氏

Zホールディングス
執行役員 人事統括部

今村 健一氏

アステラス製薬
人事企画部

報酬グループリーダー

山本 英雄氏

従業員株式報酬導入の背景や設計方法は、企業様によって異な
ります。従業員株式報酬導入の狙いの実現に向けて、上場会社
は何を考え、どのように改革を進められているのでしょうか？

従業員株式報酬導入を実践されてきた皆様方から、実際の取組
みやその成果、導入時に意識された重要な要素等を伺い、実践
におけるポイントを考察します。

第３部 企業様へのインタビュー

「従業員株式報酬導入企業様へのインタビュー」

本セミナーご案内ページにお申込みフォームへのリンクがございます
ので、そちらからお申込みください。
※アーカイブ配信の案内をご希望される場合も、下記リンクよりお申込み
ください。
後日、アーカイブ視聴登録用のリンクをご案内いたします。

「本セミナーご案内ページ」：https://www.hrgl.jp/info/info-6130/

16:00-16:30



HRGLの目指すべき姿

• ＨＲガバナンス・リーダーズ株式会社（ＨＲＧＬ）
Human Resources Governance Leaders Co., Ltd.

社名

• 9.8億円（資本金4.9億円+資本準備金4.9億円）資本金等

• 若杉敬明(東京大学名誉教授)
• 神田秀樹（東京大学名誉教授）

アドバイザリー
ボード

• 経営企画管理部、コーポレートガバナンスR&D部
• サステナビリティガバナンス部、戦略・リスクガバナンス部
• 指名・人財ガバナンス部
• 指名・報酬ガバナンス部

組織

• 代表取締役社長 CEO 内ヶ﨑 茂代表者

会社概要

ビジョン

ミッション

バリュー

パーパス

強靭な取締役会を実現す
るための“コーポレート
セクレタリー機能”を担う

企業の成長ストーリーを描
くコーポレートガバナンスの
“かかりつけ医”

▶ 地球・社会・企業の持続的成長を通じて、
「ヒト」が輝く社会の“未来設計図”を描く（Road To Our Purpose）

▶ 「ヒト」が輝ける未来とは、人類が幸せに暮せる世界として、
持続可能な社会である（Earth Driven COMPANY）

▶ グローバル大企業のサステナビリティ経営によって、日本は成長し、
持続可能な社会は実現される（未来社会からの信認を得る）

▶ 社会課題の解決と経済の発展を両立する循環型社会に実現に
向けて、「サステナビリティガバナンス」のエコシステムを構築する

▶ 「ヒト」・組織・文化を起点としたHRガバナンス改革を通じて、
クライアント企業の“コーポレートセクレタリー機能”を担う

▶ サステナビリティ視点でマネジメントとガバナンスを有機的に機能
させることで、強靭な取締役会を実現する

▶ サステナビリティ、戦略・リスク・監査、指名・人財、報酬の4領域を
コア・バリューとする統合ボードアドバイザリー

▶ クライアント企業の成長スト－リーを描く、コーポレートガバナンスの
“かかりつけ医”として、“深く・濃く・長い”信頼関係を構築する

「ヒト」が輝く社会の
“未来設計図”を創造する

企業の「サステナビリティ
ガバナンス」のエコシステ
ムを構築する


